
正１２面体と正２０面体ではどっちが丸いか？ 

木製正多面体模型の活用法（その２） 

 

[２] 触って比較する 

見た目ではどちらが丸いともいえないなら、触ってみたらどうでしょうか。じつはこの触

ってみるという観察にとっては、私が製作している木製正多面体模型はうってつけだと

 
思っています。掌で握ったり回したりするのにちょうどいい大きさなのです。 

そこでまわりのひとに触ってみてどちらがより丸く感じますか？と、アンケート調査をし

てみました。すると、多くの人は迷うという傾向がでました。つまり触覚でも甲乙つけが

たいと思われるのです。その理由を考えてみましょう。 

掌で木製の模型を触るときには、てのひらには、立体の面を感じるところと頂点を感じる

ところができます。もし面を感じる部分で球をイメージすればそれは正多面体にとっての

内接球、頂点を感じる部分で球を思い描けば外接球を意味します。ひとはこの２種類の球

と多面体を比較することが出来るといえるでしょう。 

正１２面体と正２０面体の、それぞれの外接球、内接球との関係はつぎのようになってい

ます。 

正１２面体の外接球の半径：０Ｒ１２  正１２面体の一辺：a１２ 

正２０面体の外接球の半径：０Ｒ２０  正２０面体の一辺：a２０ 

とすると、（その１）での計算結果から、 

０Ｒ１２＝１．４０１２a１２ 

０Ｒ２０＝０．９５１１a２０ 

０Ｒ１２＝０Ｒ２０ と球の大きさを同じにしたときには、 

a１２＝０．６７８７a２０ という関係があります。 

これらをもとに、a２０の関係式として整理すると、 

外接球の体積 OＶ＝４/３π(０Ｒ２０)
３＝３．６０２(a２０)

３にたいして、 

正１２面体の体積Ｖ１２＝(１５＋７√５)/４・a１２
３＝２．３９５７(a２０)

３・・６６．５％ 

正２０面体の体積Ｖ２０＝５(３＋√５)/１２・a２０
３＝２．１８１７(a２０)

３・・６０．６％ 

外接球の面積ＯＳ＝４π(０Ｒ２０)
２＝１１．３６３(a２０)

２にたいして、 

正１２面体の面積Ｓ１２＝３√(２５＋１０√５) a１２
２＝９．５１０１(a２０)

２・・８３．７％ 

正２０面体の面積Ｓ２０＝５√３・a２０
２＝８．６６０３(a２０)

２・・７６．２％ 



となります。 

したがって、外接球にたいしては、正２０面体よりも正１２面体のほうが近いといえるで

しょう。 

他方、内接球との関係は、（その１）での計算結果から、 

IＲ１２＝１．１１３５a１２ 

IＲ２０＝０．７５５７a２０ であるが、 

IＲ１２＝IＲ２０ と球の大きさを同じにしたときには、 

a１２＝０．６７８７a２０ という外接球の場合と同じ関係があります。以下同様に、 

a２０の関係式として整理すると、 

内接球の体積 IＶ＝４/３π(IＲ２０)
３＝１．８０８(a２０)

３にたいして、 

正１２面体の体積Ｖ１２＝２．３９５７(a２０)
３・・１３２．５％ 

正２０面体の体積Ｖ２０＝２．１８１７(a２０)
３・・１２０．７％ 

外接球の面積ＩＳ＝４π(ＩＲ２０)
２＝７．１７５(a２０)

２にたいして、 

正１２面体の面積Ｓ１２＝９．５１０１(a２０)
２・・１３２．５％ 

正２０面体の面積Ｓ２０＝８．６６０３(a２０)
２・・１２０．７％ 

となります。 

したがって、内接球にたいしては、正１２面体よりも正２０面体のほうが近いといえるで

しょう。ようするに外接球と比較するのか、内接球と比較するのかによって、正１２面体

と正２０面体のどちらがより球に近いかの判断はわかれるということがいえるのです。 

 

ちなみに、局所的に尖った部分の鋭さに神経を集中させれば、正２０面体のほうが尖って

感じるでしょう。それは正１２面体の三角錐の勾配と、正２０面体の五角錐の勾配を比較

することになりますから、 

正１２面体の稜面角＝１２１．７１７５° 

正２０面体の稜面角＝１１０．９０５２° 

の差として感じるといえるでしょう。 

 


